
プロジェクト概要

ブルートランスフォーメーション推進事業（駿河湾・海洋DX先端拠点化プロジェクト）について
静岡市・静岡県

【計画名称】
「駿河湾・海洋DX先端拠点化計画」

【計画期間】
令和６年度～令和15年度（６～10年度内閣府「地方大学・地域産業創生交付金」を活用）

【総事業費（申請時想定）】 令和６～10年度 約20億円（５年間総額、うち交付金約13億円）

・本プロジェクトは、駿河湾・清水港を活かした海洋研究・産業の拠点形成を加速させるため、静岡市、
静岡県、関係大学、企業等が推進体制を構築し、連携して取り組む。

・まず、静岡理工科大学に、高度専門人材を招聘し、多元的な海洋情報を駆使して様々な課題解決に結び
つける「知」の体系としての「マリンインフォマティクス研究」と、それを駿河湾において実践する「駿
河湾マリンインフォマティクスシステム開発」を推進し、研究力の強化を図る。あわせて、その成果を活
用し、海洋関連産業界で海洋情報を駆使し産業のDX化を実践的に担える人材を育成し地域社会への輩出
を可能とする専門教育課程やリカレントプログラムの整備等、教育力の強化を進める。

・また、上記の研究成果、基盤を活かし、域内外企業や大学等との協働による、水産業スマート化や、新
たな食、エネルギー等資源供給につながる養殖業の開発などを「海洋DX共同研究開発、事業化推進」と
して展開する。

・これらにより、海洋DX人材の育成輩出、海洋DXの持続的な進化を支える研究拠点形成、海洋DXの産業実
装や新産業創出、等を一体的に進め、若者雇用と産業活性化の循環を創出する。

《事業スケジュール》
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研究開発成果の実用化、自走化
更なる研究開発の増加

交付金事業期間（5カ年度）

駿河湾マリンインフォマティクスシステム開発

基本システム開発 プロトタイプ開始 システム公開・利用増加

水産スマート化、高度養殖業など海洋DX関連共同研究開発、事業化推進

海洋DX人材育成リカレントプログラム

海洋DXコース（修士課程）開設
海洋DX人材育成、雇用創出の循環定着

水産、養殖から、
幅広いブルーエコノミーの成長へ

駿河湾マリンインフォマティクスシステム
による海洋保全・活用の活発化

・海洋DX人材を育成し地域産業に供給
・地域産業は、講師派遣等で実践的教育に協力

事業④海洋ＤＸ研究開発、事業化推進

【共同研究開発想定分野】

しずおか海洋DX研究開発・事業化推進
コンソーシアム

構成：域内外の産学官関係組織
（事務局：MaOI機構）

①海洋情報技術を活用した海洋資源把握、
管理の高度化による駿河湾における水産・
養殖業の生産性向上、高付加価値化

地元の鈴与グループ、広域で
事業や研究開発を行うNTT
グループ企業が海洋DX推進
のための共同研究開発、事業
化協力・支援に参画。

海洋DX活用推進企業等

事業①実施計画推進（静岡市・静岡県）

事業の全体進捗管理、推進会議等の運営、調査・企画業務、産学マッチング、広報活動など

事業②大学改革(海洋DX大学院)

静岡理工科大学と静岡大学・東海大
学等で連携し以下を実施
①トップレベル人材招聘
②マリンインフォマティクス研究機構設置
③海洋DXコース（修士課程）開設
④海洋DX人材育成プログラム開発

静岡理工科大学を拠点に静大と
共同実施

事業③マリンインフォマティクス事業

産学官主体により、共同研究開発・事業
化を推進するコンソーシアムを設立
全体マネジメントを行い、研究開発分科
会と連携・協力して海洋DX共同研究開
発及び事業化を推進教育への活用

上記２グループ以外にも、海洋
DX推進関連の既存、新興の
域内外企業を広く巻き込み、
集積を高める。

MaOIフォーラム会員企業等

②海洋観測、作業等に用いる機器、通信技
術等の実証開発

静岡理工科大学と静岡大学と共同で
マリンインフォマティクス研究機構新設
①マリンインフォマティクス最先端研究
②「駿河湾マリンインフォマティクスシス
テム」を開発、構築
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《事業全体像》

事業① 実施計画推進事業（静岡市・静岡県）

・静岡市長を会長とする「海洋DX推進会議」等の推進体制のもと、産学官の密な連携により事業を推進、
進捗の評価検証等を行う。

・本プロジェクトの推進に必要となる関連調査、個別計画・指針等の検討を適宜行う。

事業② 大学改革事業（静岡理工科大学）

・海洋・大気シミュレーション、データサイエンスのトップレベル研究者を招聘し、「マリンインフォマ
ティクス研究」と、「駿河湾マリンインフォマティクスシステム」の開発を推進。

・海洋情報を駆使しDXを実践的に担える人材を育成するため、修士課程への海洋DXコース設置（2027年
度）、リカレントプログラム開講（2025年度）を実施。

・上記は域内外大学等との連携により推進し、今後、連携する大学ごとの強みの集結による地域特性を活
かした海洋DX研究・教育の拠点形成、強化を図る（大学等連携推進法人制度等の活用検討）。

事業③ マリンインフォマティクス事業（静岡理工科大学、静岡大学）

・「海洋情報・海洋生物生態・海洋観測通信システムネットワー
ク・海洋産業」の４つの科学工学基盤分野を横断し、海洋の
多様なデータから、いかに有用な情報を生成し、対象課題を
解決するか、までの『知』の体系をマリンインフォマティク
スとして研究、構築する。

・上記を前提として、駿河湾を対象とした海洋データの蓄積、可
視化、高精度シミュレーションを柔軟に行うことができる
「駿河湾マリンインフォマティクスシステム」を開発。事業
④との連携により精度、実用性を高める。

事業④ 海洋DX研究開発、事業化推進事業（MaOI機構事務局）

・域内外の大学等研究機関、中核企業、地域産業界、行政の参
画による海洋DX推進産学官コンソーシアムを形成し、研究開
発プロジェクトマネージャーのマネジメントのもと、駿河湾
マリンインフォマティクスシステムとも連動した共同研究開
発、事業化プロジェクトを実施。

・海洋DXを用いた水産・養殖業等の高度化や、関連する海洋観
測機器等の開発を中心に展開する。

《マリンインフォマティクスと海洋DX研究開発の関係》

資料３－３

しずおか海洋DX
研究開発・事業化推進コンソーシアム

静岡市、静岡県、静岡理工科大学、静岡大学、東海大学、
鈴与、NTTコミュニケーションズ、静岡商工会議所、等

■研究開発推進委員会
研究開発・事業化の全体マネジメント
（研究開発PM、分科会チームリーダー（TL）、アドバイザー）

■研究開発分科会：ブルーカーボン・藻類活用チーム
多面的用途を想定した藻類の養殖生産技術研究開発等

■研究開発分科会：海洋観測機器・技術開発チーム
海洋観測に係るロボティクス、センサー、通信技術開発等

インフォマティ
クスと関連研
究開発との相
互連携

■研究開発分科会：スマート水産チーム
    海洋DXを活用したサクラエビ等漁業支援システム研究開発等    
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開発、構築
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《マリンインフォマティクスと海洋DX研究開発の推進体制》
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